
 
 
 
 
 
 「公立大学法人名古屋市立大学第二期中期目標（案）」に対し、貴重なご意見を

いただき、ありがとうございました。 
 皆様からお寄せいただいたご意見と、それに対する市の考え方を公表いたします。 
 なお、ご意見のうち、内容について趣旨の類似するものはまとめさせていただい

たほか、原文を一部要約、または分割等して掲載しておりますので、ご了承くださ

い。 

平成 23年 10 月 名古屋市 

 

  
１ 実施期間 

  平成 23 年 7 月 19 日（火）から平成 23 年 8 月 17 日（水）まで 

２ 提出状況 

  意見提出者  12 人 

  意見数    34 件 

３ 提出方法 

  ファックス   4 人 

  電子メール   8 人 

４ 意見の内訳 

  1 第二期中期目標（案）全般に対するご意見 ・・・・・・・・・・・・ 8 件 

  2 第二期中期目標（案）の各項目に対するご意見 

    (1) 前文に対するご意見 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4 件 

    (2) 教育に関する目標に対するご意見 ・・・・・・・・・・・・・・ 1 件 

     (3) 研究に関する目標に対するご意見 ・・・・・・・・・・・・・・ 1 件 

    (4) 社会貢献等に関する目標に対するご意見 ・・・・・・・・・・・ 8 件 

    (5) 大学の国際化に関する目標に対するご意見 ・・・・・・・・・・ 1 件 

    (6) 附属病院に関する目標に対するご意見 ・・・・・・・・・・・・ 4 件 

    (7) 業務運営の改善及び効率化に関する目標に対するご意見 ・・・・ 1 件 

       (8) 自己点検、評価、情報の提供等に関する目標に対するご意見 ・・ 1 件 

(9) その他の業務運営に関する重要目標に対するご意見 ・・・・・・ 3 件 

  3 その他のご意見 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2 件 

 

公立大学法人名古屋市立大学第二期中期目標（案） 

に対する市民意見の内容及び市の考え方 

実施結果 
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１ 第二期中期目標（案）全般に対するご意見（８件） 

市民意見 市の考え方 
・地方自治体が大学を持つ意義について、中期

目標に記載するべきではないか。 
 
 

市が大学を設置する主な意義としては、高等

教育の機会均等を保障することや教育研究活

動を通じてその成果を地域社会に還元するこ

とであると考えています。第二期中期目標でも

当該意義を踏まえ、教育・研究及び社会貢献活

動に積極的に取り組み、全ての市民が誇りに思

う・愛着の持てる大学をめざします。 
 自主的・自律的な大学運営を行うためには安

定した財源の確保が必要であると考えており、

これまで同様、中期目標を達成するために必要

な金額を市から交付するとともに、市立大学と

しても自己収入の確保に引き続き努めてもら

いたいと考えています。 

・市立大学には名古屋に定着する大学になって

もらいたい。 
 
 
・市が設立した大学であるという存在そのもの

が貴重な財産であり、教育・研究等に必要な

予算の公的な保障が必要である。 

・中期計画で目標の数値化を行うことにより、

その達成度がわかるようになることは良い

ことである。 

 第二期中期目標では「中期計画を市立大学が

策定するに当たっては、数値目標と実施年度の

目標を定めて実施するものとする」ことを掲げ

おり、数値化が可能なものについては、第二期

中期計画で今後定める予定です。 
・この地域には理学系の大学が少ないことか

ら、市立大学に理学部を設立してほしい。 
 第二期中期目標では「社会的な要請や時代の

変化に対応し、より適切な教育実施体制を確立

する」ことを掲げています。その趣旨を踏まえ、

理学部の設置や既存の学部・学科の再編など、

学部・学科のあり方については、少子化による

学生数の減少や社会のニーズに対応した教

育・研究課題の変化等、総合的な視角からの検

討が必要であると考えています。 
 
２ 第二期中期目標（案）の各項目に対するご意見 

 
（１）前文に対するご意見（４件） 

市民意見 市の考え方 
・「持続可能な共生社会の形成」のために、市

立大学が具体的にどう貢献できるのか明ら

かにする必要がある。 

 市立大学は、人類が自ら招いた社会環境や自

然環境の変化がもたらす諸問題の解決のため

に、第二期中期目標に掲げる教育、研究、社会

貢献等の各項目において総合大学としてこれ

まで蓄積してきた知的創造力を以て全力で取

り組む所存ですが、中期目標の各項目の具体的
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な事柄については、今後市立大学で定める中期

計画の中で取り組むこととしています。 
・「我がまちナゴヤの大学」と名古屋をカタカ

ナ表記したのはなぜか。 
 名古屋市及び市立大学が、あらゆる世代、あ

らゆる国の人にも親しみ易く、広く受け入れら

れるような表現を意識してカタカナ表記とし

たものです。 
・「市民の健康と福祉の向上に資する教育研究

課題に積極的に取り組む」とあるが、「積極

的・具体的に取り組む」としてもらいたい。

中期目標の各項目や、今後市立大学で定める

中期計画の中で具体的に取り組むこととして

います。 

・率先した取り組みとして「名古屋市立大学は

大学の使命として、確実に到来が予想される

超高齢社会および少子化による人口減少社

会への大都市名古屋の具体的対応策を示す」

ことを掲げてもらいたい。 

 第二期中期目標でも率先した取り組みとし

て「次世代育成支援に関わる教育研究課題に重

点的に取り組む」ことや、「市民及び地域への

教育研究成果の還元を通じて、名古屋市の行政

課題の解決を始めとした地域社会の発展に寄

与する」ことを掲げています。こうした取り組

みを通じて、市立大学が超高齢社会や人口減少

社会などの喫緊の課題に対応し、魅力ある地域

社会づくりに貢献できるものと考えています。

 
（２）教育に関する目標に対するご意見（１件） 

市民意見 市の考え方 
・社会人入学制度を多様化するなど、社会人教

育を充実させてほしい。 
 
 
 

 第一期中期目標では「社会人学生に対する支

援の強化を図る」ことを掲げており、社会人学

生の長期履修制度や昼夜・土曜日開講制度など

の修学支援制度や、優れた研究業績のある社会

人等について修業年限を短縮することができ

る早期修了制度を構築するなど、一定の成果が

あったものと考えています。なお社会人大学院

生の受入数については、第一期中期計画で「23

年度中に年間160名とする」という数値目標を

掲げており、22年度には230名を受入れていま

す。 
 第二期中期目標期間においては、第一期で構

築した制度の適切な運用をはかりながら、今後

市立大学で定める中期計画の中で具体的に取

り組むこととしています。 
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（３）研究に関する目標に対するご意見（１件） 

市民意見 市の考え方 
・研究者がより高い研究レベルに挑戦できるよ

う支援を行うとともに、研究成果を市民に発

信する仕組みを充実させてほしい。 

 第二期中期目標では「世界の水準で競争でき

る研究活動を推進する」ことや「健康の維持増

進、次世代育成支援、地球環境の保全、社会環

境の整備発展等に資する研究に重点的に取り

組み、その成果を市民、地域・社会へ還元する」

ことを掲げています。第二期中期目標に掲げた

取り組みを着実に実施するよう努めてまいり

ます。 
 
（４）社会貢献等に関する目標に対するご意見（８件） 

市民意見 市の考え方 
・市民・地域社会への貢献を目標に掲げている

が、高等教育機関である大学の本旨は学生の

教育である。 

 第二期中期目標でも掲げているとおり、教育

は市立大学が社会や学生・大学院生に対して果

たす最優先の責務でありますが、教育研究成果

をはじめとする市立大学の有する資源を活用

し、市民・地域社会へ貢献することは、市が設

立した大学として必要であると考えます。 
・総合大学ならではの幅広い講座を設けること

で、多様な市民が生涯学習として受講できる

のではないかと思う。今までの実績や市民の

ニーズを取り入れ、参加が楽しみになるよう

な多様な生涯学習講座を開講してほしい。 

第二期中期目標では「市民に対する生涯学習

の幅広い展開を図る」ことを掲げています。こ

れまでも参加者へのアンケートを踏まえ、時代

や市民のニーズに適合するような多様な公開

講座（市民公開講座・授業公開など）を開講し

ているところです。今後とも、市民からのご意

見を参考にしながら、公開講座の充実やインタ

ーネット活用の検討を図り、第二期中期目標に

掲げた取り組みを着実に実施するよう努めて

まいります。 

・社会人を含む市民の教育・研究の意欲を引き

出す仕組みを充実させてほしい。 
・今後、高齢化社会が進行していくことが考え

られるので、高齢者が参加できるような教育

活動を行うとともに、オープンカレッジなど

の取り組みが市民に還元されるようにして

もらいたい。 
・生涯学習講座や授業公開は、年齢別定員を設

けても良いのではないか。 
・授業で用いた資料のインターネット上での公

開を進めるべきではないか。 
・「地域と交流・連携したまちづくり活動への

積極的な関わり」を進めるとのことだが、具

体的にはどんな活動なのか。地域の商店街・

町内会・子ども会の活動も最近ではあまり活

 これまで地域と交流・連携したまちづくり活

動として、地域の魅力を発信するマップ作りや

地域の音楽祭の開催への参画、また教員による

商店街活性化に向けた提言や学生による空き
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発ではないと思われる。 店舗の活用提案等を行ってきたところです。今

後とも引き続き、市立大学が地域社会の発展に

貢献できるよう、地域との協働を更に進めてい

きたいと考えています。 
・産学官連携の推進を目標に掲げているが、市

立大学には実績があるにも関わらず、広報が

不足していると感じる。 

 共同調査や公開シンポジウムなどにおいて

一定の成果はあるものの、市立大学の教育研究

の質や規模からみて、一層の産学連携の推進が

必要と考えています。また、広報については、

第二期中期目標で「戦略的広報の充実を進め、

大学の持つ魅力を社会へ強く発信していく」こ

とを掲げており、産学官連携の実績を始めとし

た大学の持つ魅力を積極的に広報していきた

いと考えています。 
 
（５）大学の国際化に関する目標に対するご意見（１件） 

市民意見 市の考え方 
・大学の国際化を目標に掲げているが、学生が

英語を不自由なく使える程度の語学力を養

うことが必要である。 

今後市立大学で定める中期計画の中で語学

力教育体制の強化を行うとともに、学生の語学

力向上にも取り組むことを予定しています。 
 
（６）附属病院に関する目標に対するご意見（４件） 

市民意見 市の考え方 
・「地域の医療機関等との相互協力関係を強化

し、地域住民の要請に応えられる医療を提供

する」ことを目標に掲げているが、抽象的で

具体的でない。 

 中期目標は理念的な事項を掲げており、具体

的な事柄については、今後市立大学で定める中

期計画の中で取り組むこととしています。 

・この地域で働く医療従事者を多く育ててほし

い。 
 第二期中期目標では「高い倫理観と優れた技

術・見識を有する医療人を育成する」ことを掲

げているほか、「質の高い安全安心な開かれた

医療を提供する」ことや「健全で安定的な運営

体制を確保する」ことを掲げています。第二期

中期目標に掲げた取り組みを着実に実施する

よう努めてまいります。 

・市立大学病院は患者から見ても多忙でゆとり

がない。スタッフの増員などに必要な予算を

確保することが必要である。 

・市立大学病院のサテライト施設を建設しては

いかがか。 
 市立大学病院の病棟や診療棟を建て替えて

間もなく、現在、これらの施設の安定的な稼働

とこれに基づいた高度で先進的な医療の提供

を行っています。今後ともこれらの施設による

教育・研究機関としての使命を果たしていくこ

ととしています。 
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（７）業務運営の改善及び効率化に関する目標に対するご意見（１件） 

市民意見 市の考え方 
・大学独自で採用する固有職員の比率を高め

る必要がある。 
 第一期においても計画的に固有職員の採用

を進め、名古屋市からの派遣職員から固有職

員中心の体制へと切り替えを順次進めてきた

ところです。 
第二期中期目標でも「法人の自律的な運営

の核となる固有職員の確保と育成を図る」こ

とを掲げています。第二期中期目標に掲げた

取り組みを着実に実施するよう努めてまいり

ます。 
 

（８）自己点検・評価、情報の提供等に関する目標に対するご意見（１件） 

市民意見 市の考え方 
・開かれた大学、誰でも容易にアクセスでき

る大学を目指してほしい。 
 第二期中期目標では「市民や社会に対する

説明責任を果たすとともに、戦略的広報の充

実を進め、大学の持つ魅力を社会へ強く発信

していく」ことを掲げています。第二期中期

目標に掲げた取り組みを着実に実施するよう

努めてまいります。 
 
（９）その他の業務運営に関する重要目標に対するご意見（３件） 

市民意見 市の考え方 
・現在建設中の薬学部校舎を予定どおり建設

してもらいたい。 
 薬学部校舎は予定どおり、平成 25 年度まで

に改築工事を行うことを予定しております。

・平成 22 年度に開催された生物多様性条約第

10 回締約国会議（ＣＯＰ10）における成果

や課題への対応について中期目標に記載す

べきではないか。 

 第二期中期目標では「地球環境の保全に関

わる教育研究課題に重点的に取り組む」「環境

負荷の低減と環境保全に努め、教育研究活動

を通じて次世代を育成し、社会に貢献する」

ことを掲げています。こうした目標に沿って、

地球環境問題に関わる諸課題についても引き

続き取り組むこととしています。 
・山の畑（滝子）キャンパスや北千種キャン

パスは老朽化しているが、災害が起こって

も安全だと言えるのか。 

 山の畑（滝子）キャンパス・北千種キャン

パスともに、平成 25 年度までに耐震工事を行

うことを予定しております。 
 

３ その他のご意見（２件） 

市民意見 市の考え方 
・キャンパス内の教室やトイレの掃除を改善

してもらいたい。 
 ご意見の趣旨を踏まえ、今後の参考とさせ

ていただきます。 
・名古屋市に自然史博物館を設置し、それと

リンクした大学となってもらいたい。 
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名古屋市総務局行政改革推進部大学調整室 
名古屋市中区三の丸三丁目１番１号 
電 話：052－972－2193 

フ ァ ッ ク ス：052－972－4109 

ホームページ：http://www.city.nagoya.jp/ 


